
今号の主な内容
2／新年度事業計画・収支予算
3／市町村老連正・副会長会議
4／女性委員会総会
　　加入促進運動表彰
5／県下各クラブの活動紹介
6／会員のひろば
8／地域の元気づくり事業
　　行事予定

吉備中央町 鳴滝森林公園　写真提供：岡山県観光連盟

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第25号

おかやま県老連だより
（通巻94号）
令和3年8月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
“
元
気
回
復
”

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長�

吉
田�

建
太
郎

　

会
員
の
皆
様
に
は
昨
年
か
ら

引
き
続
き
、
今
な
お
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
渦
中
に
あ
り
、
さ
ぞ

自
粛
疲
れ
で
我
慢
の
限
界
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
お
察
し
致

し
ま
す
。

　

私
自
身
も
外
出
す
る
機
会
が

減
っ
て
身
体
の
疲
れ
を
感
じ
て

い
ま
す
。日
頃
の
運
動
不
足（
筋

力
低
下
）、
地
域
や
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
少
な
く
な
る
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
地

域
活
動
の
参
加
が
な
く
な
る
、

美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
な

い
等
の
状
況
は
、
高
齢
者
に

と
っ
て
運
動
機
能
、
身
体
機
能

の
低
下
に
繫
が
り
、
老
後
の
元

気
で
楽
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
に
大
き
な
障
害
に
な
っ
て

来
る
事
は
明
ら
か
で
す
。

　
「
県
老
連
だ
よ
り
」
の
前
号

（
24
号
）
で
、“「
コ
ロ
ナ
虚
弱
」

の
懸
念
” 

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
が
長
期

化
し
外
出
自
粛
が
続
く
中
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
が

増
々
進
行
し
、
高
齢
者
自
身
の

健
康
に
大
き
な
影
響
が
出
つ
つ

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
、
外
出

自
粛
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
３

つ
の
大
き
な
柱
「
運
動
」、「
栄

養
」「
社
会
参
加
」
を
阻
害
し
、

高
齢
者
の
不
健
康
が
助
長
さ
れ

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
運
動
不
足
、
人
と
の
触
れ

合
い
が
制
限
さ
れ
る
暮
ら
し
の

不
自
由
さ
、
不
安
は
、
他
人
ご

と
で
は
な
く
、
私
自
身
も
感
じ

て
い
る
大
き
な
問
題
で
す
。

　

岡
山
県
で
は
こ
の
５
月
16
日

～
６
月
20
日
の
間
、「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た

が
、
高
齢
者
優
先
で
５
月
か
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
秋

口
頃
に
は
希
望
者
全
員
の
接
種

が
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
予

測
さ
れ
て
お
り
、
明
る
い
朗
報

も
伺
え
ま
す
。
一
般
の
方
々
を

含
め
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

加
速
さ
れ
れ
ば
、
年
末
頃
に
は

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
終
息
も
垣

間
見
る
事
も
期
待
出
来
ま
す
。

　

私
達
の
「
健
康
づ
く
り
、
ク

ラ
ブ
活
動
」
も
地
域
の
状
況
を

見
た
上
で
、
徐
々
に
再
開
を
視

野
に
入
れ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
健
康
回
復

（
元
気
づ
く
り
）
は
「
豊
か
な

暮
ら
し
」
の
第
一
歩
で
す
！
。

活
動
の
夢
を
描
き
、
コ
ロ
ナ
に

打
ち
勝
ち
“
元
気
回
復
”
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。
再
開
の
暁
に

は
健
康
の
素
晴
ら
さ
、
人
と
の

交
流
、
運
動
、
食
事
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
認
識
す
る
事
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
私
達
老
人
ク

ラ
ブ
は
、“
伸
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り

を
”
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

日
頃
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
旗
印
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
感

染
の
終
息
を
願
っ
て
ク
ラ
ブ
活

動
を
一
諸
に
頑
張
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
や
か
に
暮
ら
す
」

夢
を
叶
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

1　2021年（令和 3年）8月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
岡
山
県
に
令

和
３
年
５
月
16
日
～
６
月
20
日

ま
で
の
間
、
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
本
年
度
も
、
５
月

に
予
定
さ
れ
て
い
た
理
事
会
と

６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
評
議

員
会
の
開
催
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
令
和
２
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
他
の
議

案
と
と
も
に
、
書
面
決
議
の
方

法
に
よ
り
提
案
さ
れ
、理
事
会
・

評
議
員
会
に
お
い
て
、
順
次
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
・
拡
大
を
受
け
て
、
全
国

大
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
議
・
研

修
会
が
中
止
さ
れ
た
ほ
か
、
会

議
等
の
中
止
、
計
画
し
て
い
た

講
義
・
研
修
会
を
在
宅
で
の
受

講
・
研
修
に
変
更
す
る
な
ど
、

当
初
事
業
計
画
は
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
、
外
出
自
粛
が

求
め
ら
れ
る
中
、
家
庭
に
い
て

も
楽
し
め
る
取
り
組
み
と
し

て
、
マ
ス
ク
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
や
、
ス
ト
レ
ス
リ
リ
ー
サ
ー

を
入
れ
る
か
ご
作
り
事
業
を
企

画
す
る
な
ど
、
新
た
な
事
業
も

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
、
円
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
３
年
３
月
18
日
（
木
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
県
老
連
の
理
事
会
・

評
議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
３

年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度

　
事
業
計
画
概
要

◆
重
点
目
標

1�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す

る
取
り
組
み

　

・ 

健
康
づ
く
り・
介
護
予
防
活
動

の
推
進
と
健
康
寿
命
の
延
伸

2�

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会

活
動

　

・ 

友
愛
活
動
、
次
世
代
育
成

支
援
活
動
等
の
推
進

3
組
織
運
営
体
制
の
確
立

　

・ 「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
推
進

　

・ 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
開
催

◆
事
業
計
画

1�

第
46
次
岡
山
県
老
人
福
祉

大
学
の
開
催

　

会 

場　

岡
山
、
倉
敷
、
津
山
、

高
梁

　

期
間　

９
月
～
11
月

　

受
講
生
募
集　

１
、１
４
０
名

　

テ
ー
マ　

　
　

◇
老
後
の
雑
学

　
　

◇
健
康
づ
く
り

　
　

◇
音
楽
と
健
康

2�
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

の
開
催
（
年
１
回
）

3�
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

事
業

　

・ 

事
業
報
告
会
の
開
催
（
年

１
回
）

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
健
康
・
介
護
）
６
箇
所

　
　

 

１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

4�

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催

　

実
施
地
区　

　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　

 

１
地
区
17
万
円
以
内
で
２
種

目
ま
で
（
１
種
目
に
付
き

7
万
円
以
上
）

5
次
世
代
育
成
支
援

　

・ 

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会
の
開
催

（
年
１
回
）

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
次
世
代
育
成
）
６
箇
所

　
　

 

１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

6�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛

活
動

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
友
愛
活
動
）
３
箇
所

　
　

 

１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

7�

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を

支
え
る
活
動

　

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

　

・ 

特
殊
詐
欺
・
悪
徳
商
法
な

ど
防
犯
安
全
対
策

8�

災
害
復
興
支
援
事
業
（
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
）

　

・
災
害
復
興
記
録
の
作
成

　

・ 

災
害
復
興
関
連
事
業
の
募

集
・
実
施

9�

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
育
成

　

・ 

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

会 

場　
５
会
場（
岡
山
、倉

敷
、津
山
、高
梁
、美
作
）

　
　

時
期　

６
月
～
10
月

　
　

受
講
予
定　

３
３
０
名

　

・ 

第
50
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
派
遣
（
香
川
県
）

　

・ 

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

実
施
地
区　

　
　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　
　

１
地
区
７
万
円
以
内　

　

・ 

全
老
連
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
派
遣

��

第
58
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
（
岡
山
県
総
合
社

会
福
祉
大
会
）

　

10
月
８
日
（
金
）

　

岡
山
市
民
会
館

　

第
１
部　

式
典

　
　

 

岡
山
県
知
事
表
彰
、
保
健

福
祉
部
長
表
彰
、
県
老
連

会
長
表
彰

　

第
２
部　

講
演

�
会
員
加
入
促
進
事
業

　

・ 

会
員
加
入
促
進
委
員
会
の

開
催
（
若
手
委
員
会
と
合

同
開
催
）

　

・ 「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
の
推
進

　

・ 

会
員
加
入
促
進
モ
デ
ル
単

位
ク
ラ
ブ
表
彰

�
表
彰

　

・ 

全
老
連
会
長
表
彰
（
育
成

功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

　

・ 

全
老
連
活
動
賞
（
健
康
づ

く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

そ
の
他
）

�
広
報
活
動

　

・ 

機
関
紙
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ

ア
岡
山
」
の
発
行

　
　

年
２
回　

各
３
万
５
千
部

��

市
町
村
老
連
正
・
副
会
長

会
議
（
年
１
回
）

��

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

岡
山
県
が
当
番
県

　

期 

日　

７
月
１
日
（
木
）
～

２
日
（
金
）

　

会 

場　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
瀬
戸

内
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
（
玉
野

市
渋
川
）

　

参
加
人
員　

１
５
０
名

��

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者

会
議
（
年
１
回
）

��

法
人
運
営
管
理
（
評
議
員

会
、
理
事
会
、
監
査
会
）

�
そ
の
他

　
令
和
３
年
度

　
収
支
予
算

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

■ 令和2年度決算報告 ■ ■ 令和3年度予算 ■

収入
34,165
（単位：千円）

収入
38,723
（単位：千円）

支出
34,165
（単位：千円）

支出
38,723
（単位：千円）

会費
8,190

補助金等
15,374

事業収入
2,210

寄付金1,050

事業費
26,970

管理費1,886

次期繰越金支出3,156

事業費
34,401

管理費
2,169

シルバー基金運用利息積立支出
2,153

シルバー基金財政
積立預金取崩収入
2,153

運用資金積立預金
取崩収入 3,563

寄付金 60 雑収入11

会費
8,136

補助金等
13,888

事業収入
3,862

シルバー基金運用
利息 2,153

救援拠金（寄付金）2,600
前期繰越金収入 2,297

シルバー基金財政
積立預金取崩収入
2,153

前期繰越収入 2,297
救援拠金（寄付金）738
シルバー基金運用利息
2,153

シルバー基金運用利息
積立支出 2,153

令
和
2
年
度

事
業
報
告
・
決
算

承
認
さ
れ
る

令
和
３
年
度
　

事
業
計
画
・
収
支
予
算 

決
ま
る

2021年（令和 3年）8月　2



市町村老連正・副会長会議令和２年度
　

令
和
２
年
度
市
町
村
老
連

正
・
副
会
長
会
議
が
令
和
３
年

２
月
18
日
（
木
）
に
瀬
戸
内
市

邑
久
町
虫
明
の
「
岡
山
い
こ
い

の
村
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、首
都
圏
、

近
畿
圏
を
中
心
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
て
お
り
、
岡
山

で
も
感
染
防
止
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
例
年
１

泊
２
日
で
行
わ
れ
て
い
た
日
程

を
、
１
日
開
催
に
変
更
し
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
充
分
に
行
い
な

が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
影
響
か
ら
、
参
加

は
例
年
よ
り
や
や
少
な
く
、
17

市
町
村
老
連
、
総
数
51
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
県
下
の
市
町
村
リ
ー
ダ
ー

が
集
ま
る
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
県
老
連
吉

田
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
暮
ら
し
が
大
変
な
中
、
参

加
い
た
だ
き
会
議
が
開
催
で
き

た
こ
と
へ
の
お
礼
を
は
じ
め
、

来
年
度
、
岡
山
県
が
当
番
県
と

し
て
７
月
に
開
催
予
定
の
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
に
触

れ
、
引
き
続
き
の
協
力
を
お
願

い
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
老
連
か
ら
の
事

業
説
明
、
県
の
行
政
説
明
、
グ

ル
ー
プ
討
議
、
全
体
会
と
い

う
日
程
で
進
め
ら
れ
、
例
年
よ

り
は
縮
小
開
催
で
あ
っ
た
も
の

の
、
意
見
交
換
や
情
報
交
換
も

活
発
に
行
わ
れ
、
交
流
も
深

ま
っ
た
大
変
有
意
義
な
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

〈
10
時
00
分
〉

　

受
付

〈
10
時
30
分
〉

　

開
会

　

挨
拶　

県
老
連　

吉
田
会
長

〈
10
時
40
分
〉

　

事
業
説
明

　

 　

令
和
３
年
度
の
事
業
方

針
、
事
業
計
画
、
重
点
目
標

と
、
課
題
で
あ
る
会
員
増
強

運
動
等
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
説
明
。

〈
11
時
30
分
〉

　

行
政
説
明

　

 「
岡
山
県
の
高
齢
者
施
策
に

つ
い
て
」

　

 

岡
山
県
長
寿
社
会
課　

総
括

副
参
事　

佐
藤　

勇
夫　

氏

　

 　

岡
山
県
の
高
齢
化
の
状

況
、
介
護
保
険
事
業
や
地
域

支
援
事
業
、
認
知
症
対
策
の

推
進
、
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
の

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
同
課
の
支
援
員
の

方
よ
り
、
日
頃
か
ら
簡
単
に

で
き
る
体
操
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
教

わ
り
な
が
ら
全
員
で
身
体
を

動
か
し
ま
し
た
。

〈
12
時
20
分
〉

　

 　

会
場
を
移
動
し
て
の
昼

食
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、

少
人
数
ず
つ
部
屋
を
分
散
、

さ
ら
に
歓
談
は
禁
止
と
し
、

黙
食
で
の
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。
地
元
虫
明
産
の
美
味
し

い
カ
キ
料
理
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〈
13
時
00
分
〉

　

グ
ル
ー
プ
討
議

　

 

テ
ー
マ
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
」

　

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
市
町
村
老
連
や
単

位
ク
ラ
ブ
で
、
活
動
を
行
う

こ
と
が
出
来
た
か
、
出
来
な

か
っ
た
か
、
ま
た
、
何
か
来

年
度
に
向
け
て
計
画
し
て
い

る
こ
と
は
あ
る
か
、
な
ど
に

つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
４

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ

ル
ー
プ
の
司
会
は
県
老
連
の

正
副
会
長
が
務
め
、
記
録
係

を
決
め
て
い
た
だ
い
た
後
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
議
に
入

り
ま
し
た
。
活
動
状
況
に
つ

い
て
参
加
者
全
員
か
ら
発
言

が
な
さ
れ
、
活
発
な
グ
ル
ー

プ
討
議
と
な
り
ま
し
た
。

〈
14
時
45
分
〉

　

全
体
会

　

①
グ
ル
ー
プ
討
議
の
報
告

　

 　

グ
ル
ー
プ
討
議
の
結
果
に

つ
い
て
４
グ
ル
ー
プ
の
代
表

か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
が
停
滞

し
て
い
る
状
況
の
ほ
か
、
新

し
い
生
活
様
式
で
の
活
動
や

計
画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

②
全
体
討
議
・
質
疑

　

 　

最
後
に
意
見
交
換
・
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

〈
15
時
30
分
〉

　

閉
会

　

 　

県
老
連
安
田
副
会
長
の
挨

拶
に
よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　

 　

検
温
・
消
毒
・
換
気
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
図
り
な

が
ら
の
会
議
で
し
た
が
、
ご

協
力
い
た
だ
き
、
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

　

 　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た

リ
ー
ダ
ー
の
皆
様
ご
苦
労
様

で
し
た
。
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

令
和
３
年
３
月
４
日
（
木
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
第

39
回
女
性
委
員
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
、
20
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
吉
田
県
老

連
会
長
、
延
原
女
性
委
員
会
委

員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
吉
田
会
長
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
や
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
開
始
の
こ
と
な
ど

に
触
れ
、「
い
ろ
い
ろ
と
大
変

で
す
が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
こ

う
！
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
延
原
委
員
長
か
ら
は
、

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
多

く
の
事
業
が
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
て
女
性
委
員
会
活
動
に

頑
張
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
！
」
と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
延
原
委
員
長
の
進
行

で
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
事
務
局
よ
り
令
和
２
年

度
の
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
続
い
て
令
和
２
年
度
地

区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

実
績
報
告
が
各
地
区
の
代
表
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

事
務
局
よ
り
令
和
３
年
度
女
性

委
員
会
活
動
に
つ
い
て
と
令
和

３
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
後
、
参
加
者
全
員
で
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
記
念
品

の
袋
詰
め
作
業
を
行
い
、
本
日

の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

�

令
和
２
年
度

　
地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー

　
研
修
会
の
報
告

　

備�

前
地
区　
小
物
作
り
（
布

フ
ク
ロ
ウ
・
キ
ュ
ー
ピ
ー

の
マ
ス
コ
ッ
ト
）

　

備�

中
地
区　
新
見
の
荘
の
講

演
、
歴
史
講
談
（
講
釈
師

に
よ
る
）

　

美�

作
地
区　
コ
ロ
ナ
の
た
め

集
合
研
修
は
中
止
し
、
個

人
研
修
に
変
更

　
　

 （
講
演
予
定
の
冊
子
・
ス

ト
レ
ス
リ
リ
ー
サ
ー
入
れ

の
教
材
を
送
付
）

　
令
和
３
年
度

　
女
性
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

1�

女
性
委
員
会
の
開
催（
予
定
）

　

・ 

総
会　

年
２
回
（
6
月
16

日
（
水
）、
3
月
上
旬
）

　

・ 

幹
事
会　

年
１
回（
9
月
）

2�

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
　

 

備
前
、
備
中
、
美
作
に
分
か

れ
て
実
施

　

 

事
業
実
施
を
希
望
す
る
地
区

老
連
は
、
県
老
連
ま
で
申
し

込
む
こ
と
と
す
る
。

3�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会

　
　

年
１
回
開
催

4�

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

・ 

日
程　

令
和
３
年
７
月
１

日（
木
）～
７
月
２
日（
金
）

　

・ 

会
場　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
瀬

戸
内
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
（
玉

野
市
渋
川
）

（
注
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、

６
月
16
日
（
水
）
に
予

定
し
て
い
た
女
性
委
員

会
総
会
及
び
令
和
３
年

７
月
１
日
（
木
）
～
７

月
２
日
（
金
）
に
予
定

し
て
い
た
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

情 報 交 差 点

◆加入促進運動表彰◆
　令和２年度に実施した会員加入促進運動の表彰ク
ラブが決まりました。会員の加入促進について、ご
尽力いただきありがとうございました。
　県老連では、「単位クラブ年間１名純増運動」を
実施しています。会員の皆様、引き続き、未加入の
方への声掛けをよろしくお願いいたします。

《表彰の対象》
表彰の対象は、「会員加入促進委員会」を設置して
いる市町村老連の単位クラブで次のいずれかの基
準に該当する単位クラブとする。

（単位クラブ）
① 30人以上の単位クラブで令和3 年 4月1日の会

員数が、前年同日（令和2年 4月1日）より10パー
セントの増員数（純増）以上であること。

② 新規に設立されたクラブ又は、休会・解散した
クラブを復活させたクラブであること。

　該当期間：令和2年 4月1日～令和3年3月31日
③その他、県老連会長が特に認めた場合。
　※②、③においても30人以上とする。

単位クラブ（22団体）

倉敷市� 10 クラブ 中島永楽会　北老人クラブ
羽島松柏会
五日市長寿会
第二西阿知白寿会
田和悠遊クラブ連合会
第一クラブ
田之浦第１若潮会
木見長寿クラブ
高地永楽会
城岡睦会
八幡東睦会

津山市� 1クラブ 杉宮若弥喜会
井原市� 1クラブ 与井朗尽クラブ
新見市� 1クラブ 塩城健楽会
瀬戸内市�1クラブ 八日市八千代会
赤磐市� 2 クラブ 桜が丘西５丁目さくらクラブ

馬屋老人クラブ互楽会
真庭市� 2 クラブ 中津井町老人クラブ

大庭　若葉会
美作市� 2 クラブ 宮本老人クラブ

美豊和クラブ
浅口市� 1クラブ 須恵シニアクラブ
勝央町� 1クラブ 神五郎老人クラブ

新規クラブ（1団体）

倉敷市� 1クラブ 呉妹西長寿会

復活クラブ（2団体）

井原市� 1クラブ 西江原第二福寿クラブ
赤磐市� 1クラブ 河本寿会

合計：25団体（10市町）

県老連 第39回女性委員会総会 開催
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と ぴ っ く す

鏡野町

赤磐市

赤磐市老人クラブ連合会 会長　繁定 健三　

赤磐市老人クラブ連合会主催　あかいわシニア大学講座

　紅葉も見頃な秋たけなわの11月、赤磐市長の演じる刑事が特
殊詐欺犯人を逮捕する場面で、台本にないあまりのアドリブ会話
に会場は大爆笑。
　赤磐市老連は生涯学習の一環として、老年期にあって相応し
い学習テーマを決め、自らの健康と会員の交流・親睦を図り、
生きがいを持ち社会貢献に向けての素地にすることを目的とし
て、年５回一般公開を含め高齢者を対象に、交通安全・防犯（特
殊詐欺を含む）・防災・健康・歴史講座を開催しています。通常
の講座は、講師による講演のみとなっていますが、過去４年間
赤磐市の後援を受けた講座では、講師の講演と併せ演題に合う
寸劇を取り入れ、大変好評を得ています。
　赤磐市は高齢者福祉対策で、地域住民に安心・安全政策を実
施していることもあって、行政にも積極的に講座に協力していた
だいています。なお、寸劇の出演は「あかいわ劇団」で、メンバー
は主に赤磐市職員です。劇の内容によっては、赤磐警察署員の
方にも出演していただいています。「あかいわ劇団」は回数を重ね
る度に上手になり、昨年の講座受講者からの賞賛コメントが山
陽新聞の「読者のページ」に掲載され、劇団員皆さん大変喜んで
いました。また、講座が交通安全のテーマの際には、岡山県警

察音楽隊に出演をお願いしていて、素晴らしい演奏と女性隊員の
カラーガードパフォーマンスも大変好評です。
　その他、毎年継続している歴史講座では、赤磐地域の古代か
ら中世、近世に至る史跡および災害等の講演も、過去から学ぶ
ことで、防災の備えの大切さを学んでいます。講座の目的の親
睦としては、赤磐市老連は平成17年の合併（旧山陽町・赤坂町・
熊山町・吉井町　合計会員6300名）に伴い誕生した連合会です
が、各支部（旧町）の会員が出会う機会として、全支部会員対象
のあかいわシニア大学講座、大運動会、グラウンドゴルフ大会、
健康長寿ゴルフ大会などを主催しています。
　このように赤磐市老連は、行政と協力しながら、自らの健康
と健康長寿都市赤磐市になる様活動を続けています。一方、高
齢者は増えているにもかかわらず、会員減少の傾向が止まらず、
何とかしなければと危機感をもっています。
　今年度は新たに若手委員会を立ち上げ、会員純増に向けて、
アンケートなどを通じて単位クラブの問題点や困っていることを
把握し、理事会メンバーと共に地道に一つずつ解決策を導き出し、
会員の皆さんが生き活きと活動できる魅力ある老人クラブを目
指して行きます。

鏡野町 郷老人クラブ 会長　藤本 信男　
「温故知新」を合言葉に幼稚園児ととんど祭り

　私たちが住んでいる郷地区は、岡山県指

定源氏ボタルの郷の郷川を中心に田園風景

が広がるのどかな地域です。会員数は265

名で、健康と元気づくりを合言葉にいろいろ

な活動をしています。
　主な活動としては、7月の郷幼稚園誕生日

会ではカレーライスを作り園児と食べます。

　8月は郷幼稚園の園児とお涼み会。9月は

郷幼稚園の運動会。12月は幼稚園・小学校

でのお飾りづくり。1月は郷幼稚園での「とん

ど祭り」。2月は幼稚園と小学校で「昔あそ

び」として「こま」や「あやとり」をします。

　なかでも、1月の「とんど祭り」は、前日か

ら高さ５ｍ・幅1.5ｍの「とんどやぐら」を作

ります。「やぐら」に必要な木材は、地域内の

製材所から無償で提供いただき、老人クラ

ブ役員約15名で3時間かかります。

　当日は園児と教諭・老人クラブ会員等約

30名が参加し、朝10時から点火の儀式が

始まり、園児の作ったキャップをかぶってア

ポロの神になりすました老人ク

ラブ会員が、東西南北に分か

れた4人の園児が持つトーチ

に火を配り、火を受け取った

園児が「とんどやぐら」に点火

します。
　「字が上手になりますように」「1年健康で

ありますように」との願いこめて書初めやお

飾りを焼きます。
　とんどの後は、消防署の方から火の扱い

や消防自動車の説明を受け、お楽しみのぜ

んざいを作って食べます。お餅は各自で食べ

る数だけ持ってくることがルールとなってい

て、多い子は3個食べる園児もいます。しか

し、コロナ禍で2年実施できていないこと

が残念です。
　新型コロナウイルス感染収束後は、園児・

保護者や地域の方等のご協力をいただきな

がら、「温故知新」を合言葉に「とんど祭り」

を続けていきたいと思っています。
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会員の ひ ろ ば

岡山県老人クラブ連合会では令和４年１月に発行す
る「晴ればれシニア岡山第26号」に掲載する皆様の
作品を次の通り募集いたします。

　●俳句　�●川柳　�●短歌　�●絵手紙
　●投稿文（身近な出来事、趣味などについて400字程度）

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※�編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数
が多数の場合は事務局により選考させていただく場合が
あることをご了承ください。

　【応募先】
　　〒700-0807�岡山市北区南方２－１３－１
　　きらめきプラザ内
　　岡山県老人クラブ連合会
　　晴ればれシニア岡山　作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和３年10月29日（金）
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老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

（発行部数：45,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
 （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

岡 山 県

■会 員 数

　　　131,492 人
■クラブ数
　　　2,474 クラブ

（令和3年3月末現在）

編 集 後 記

令和３年４月〜７月の会議等
4月27日㈫ 第５回健康づくり推進委員会 延期

5月21日㈮ 第１回理事会 書面決議に変更

5月27日㈭ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会
第２回運営委員会 中止

6月10日㈭ 定時評議員会 書面決議に変更

6月16日㈬ 第40回女性委員会総会 中止

6月24日㈭ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会
第３回運営委員会 中止

７月 1日㈭
2日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 中止

県老連等の行事について

令和３年度（第46次） 岡山県老人福祉大学　日程（予定）
岡�山

きらめきプラザ
倉�敷

倉敷市芸文館
津�山
津山文化
センター

高�梁
高梁総合
文化会館

９月 17日㈮ 7日㈫ 27日㈪ 15日㈬

10月 19日㈫ 5日㈫ 29日㈮ 14日㈭

11月 30日㈫ 18日㈭ 25日㈭ 10日㈬
※日程は講師の都合などにより変更することがあります。

令和３年度 高齢者地域リーダー研修会　日程（予定）
津�山 7月29日㈭ 津山市総合福祉会館

高�梁 8月26日㈭ 高梁総合文化会館

美�作 9月22日㈬ 湯郷地域交流センター

倉�敷 10月26日㈫ くらしき健康福祉プラザ

岡�山 11月 4日㈭ きらめきプラザ
※日程は講師の都合などにより変更することがあります。

令和３年度 岡山県総合社会福祉大会
10月 8日㈮ 岡山市民会館 中止

第50回 全国老人クラブ大会
11月17日㈬ 香川県高松市 開催予定

　新型コロナウイルスの影響で、県老連の本年度７月ま
での行事は、ほとんど中止ないし延期せざるを得ません
でした。今後の行事予定をにらみながら、県内の新型コ
ロナウイルス感染者数の発表に、一喜一憂する毎日です。
　さて、本号の県老連だよりは8ページとなりました。コ
ロナ禍の中、広告の掲載も減少しており、経費節減のた
めの対応です。できる限り情報をお届けしてまいりますの
で、活動状況の提供や投稿など、引き続きご協力をお願
いします。感染防止に配慮した新しい生活様式でのクラ
ブ活動に取り組みましょう。

「地域の元気づくり事業」実施団体の決定

■令和３年度 地域の元気づくり事業（健康づくり・次世代育成・シルバー）
  （単位：円）
市町村 実施団体 健康づくり 次世代 シルバー 小計

1 岡山市 上道中学校区老人クラブ 100,000 100,000
2 津山市 津山市老人クラブ連合会 70,000 70,000
3 津山市老人クラブ連合会 30,000 30,000
4 井原市 西江原第二福寿クラブ 100,000 100,000
5 高石楽園クラブ 100,000 100,000
6 総社市 総社市老人クラブ連合会 30,000 30,000
7 高梁市 成羽地域老人クラブ 100,000 100,000
8 有漢地域老人クラブ 100,000 100,000
9 新見市 長屋長寿会 100,000 100,000
10 備前市 東鶴山老人クラブ鶴寿会 100,000 100,000
11 瀬戸内市 瀬戸内市老人クラブ連合会 100,000 100,000
12 赤磐市 赤磐市老人クラブ連合会 100,000 100,000
13 熊山支部　佐古老人クラブ 50,000 50,000
14 浅口市 須恵シニアクラブ 78,000 78,000
15 須恵シニアクラブ 22,000 22,000

16 真庭市 真庭市老人クラブ連合会
（北房支部） 100,000 100,000

17 美作市 美作市老人クラブ連合会
（英田支部） 70,000 70,000

18 和気町 宿北若葉クラブ 49,000 49,000
19 鏡野町 鏡野町老人クラブ連合会 100,000 100,000
20 西粟倉村 西粟倉村老人クラブ連合会 100,000 100,000

合計 797,000 372,000 430,000 1,599,000
※ シルバーとは、シルバー基金の運用益を活用して支援するもので、友愛活動事業、友

愛活動とその他の活動との複合事業などを対象としています。

本年度の「地域の元気づくり事業」実施団体が決まりました。
本年度は、15市町村老連の18団体で、20の事業が実施される予定です。実施
団体の皆様、よろしくお願いします。
この事業は、「健康づくり・介護予防活動」と「次世代育成支援（世代間交流）事
業」、「友愛活動事業」について、新たに活動を立ち上げたり、これまでの活動をリ
ニューアルするなどにより、地域の元気づくりに取り組む市町村老連や地区（校
区）老連、単位クラブを支援するもので、県老連の事業の中でも重要な事業です。
毎年度、事業を募集していますので、実施を希望する団体はこの事業を有効に
活用してください。

令和３年度
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